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事業者名 株式会社 丸美屋

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

『地球にやさしくおいしさひとすじ健康に奉仕する』を経営理念に掲げ、環境へ配慮した商品へのシフトや職場
環境の改善を行いながら、従業員と共に地域社会への貢献を行い、持続可能な社会づくりに貢献する企業を目
指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

地下水保全活動
地下水の保全活動に参画し推進する。
2023年 未実施 → 2026年 実施

社会

経済

環境

フードロスの削減
年間フードロス量を削減する。
2023年 10ｔ以下→2026年 5ｔ以下

社会

経済

環境

従業員が働きやすく、効率の良い職場環境の整備
部署間交流の補助制度を実施する。
2023年 未実施 → 2026年 実施

社会

経済

従業員の多様化する要望に対応しながら働きやすい環境づくりを行うと共に、生産者・取引先との信頼関係を
構築し、会社・従業員・生産者・取引先・行政が連携し共に持続可能な体制を構築する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年　99％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

環境へ配慮した材質や形態へのシフト
包材材料のプラスチック使用量の削減
2020年 100％ → 2023年 90％

対応商品を開発・製造・販売して一定の成果を上げたが、
従来品に比べコストや製造効率で劣っており、普及には
時間と費用がかかるため、目標達成には至らなかった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

フードロスの削減
2020年 約30ｔ → 2023年 約10ｔ

前期の指標に対する実績

フードロスの削減

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

生産計画や発注管理の精度向上、フードドライブや工場
直売店の利活用によって、フードロスの削減を進め、目
標を達成できた。

三側面
（分野に☑）

従業員の希望するキャリアや働き方を聴き取り、多様性
への対応を進めており、目標を達成することができた。

2023年　実施

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年　10ｔ以下

従業員の雇用形態の多様化に対応する仕組み作りの推
進

希望する働き方の聴き取りと多様性へ
の対応
2020年 未実施 → 2023年 実施経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


